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2
0
2
5
年
の
笠
間
市
の
人
口

は
お
よ
そ
3
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
は
5
人
に
1

人
程
度
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
の
老
化
に
よ
っ
て
誰
も
が
物

忘
れ
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
加

齢
に
伴
う
物
忘
れ
と
認
知
症
は
全

く
違
い
ま
す
。
物
忘
れ
は
覚
え
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
す
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
認
知
症
は
そ
の

こ
と
自
体
を
覚
え
て
い
ら
れ
な
い

の
で
す
。

　

認
知
症
は
、
何
か
の
病
気
に
よ
っ

て
脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ
る
た
め

に
起
こ
る
症
状
や
状
態
を
い
い
ま

す
。
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
だ
ん

だ
ん
理
解
す
る
力
や
判
断
力
が
な

く
な
っ
て
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
今
で
は
、
認
知
症
は
決
し
て

珍
し
く
な
く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
こ
と
で
す
。

　

市
に
は
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
複
数
の

専
門
職
で
構
成
さ
れ
た
専
門
職
が

訪
問
し
、
早
期
診
断
、
早
期
対
応
に

向
け
た
支
援
を
行
う
チ
ー
ム
で
す
。

　

私
は
、
病
棟
勤
務
を
し
な
が
ら
そ

の
一
員
と
し
て
相
談
委
員
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

何
か
「
お
か
し
い
」、「
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
」
と
い
う
家
族
や
地
域
の
方

が
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族

に
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
場
合
、

偏
見
や
隠
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
受
診
ま
た
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
支
援
チ
ー
ム
が
、
か

か
り
つ
け
医
と
連
携
し
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

認
知
症
患
者
が

早
期
に
治
療
を
始
め
ら
れ
る
た
め
に
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国
土
地
理
院
発
行
の
地
形
図
を
見
る
と
、
小

原
の
北
東
部
に
和お

し
ょ
う尚

塚づ
か

の
地
名
が
あ
り
ま
す
。

国
道
五
〇
号
を
東
へ
向
か
い
、
小
原
字あ

ざ

滝
川
を

過
ぎ
、
杉
崎
町
（
水
戸
市
）
地
内
の
坂
道
を
上

る
と
和
尚
塚
の
表
示
が
見
え
、
右
手
に
桜
の
宮

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
入
口
を
進

む
と
、
建
物
の
前
に
あ
る
土
を
高
く
盛
り
上
げ

た
塚
に
辿
り
着
き
ま
す
。

　

こ
の
塚
に
つ
い
て
は
、「
近
く
の
山
に
時
宗

の
寺
が
あ
り
、本
山
の
高
僧
が
諸
国
遊ゆ

ぎ
ょ
う行

の
折
、

寺
に
立
ち
寄
り
病
気
に
な
っ
て
死
去
し
た
。
遺

言
に
よ
り
朝
日
の
峯
に
埋
葬
し
塚
を
築
い
た
。

こ
れ
が
和
尚
塚
で
あ
る
」
と
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
は
、「
茨
城
郡

和
尚
塚
原
ノ
内
ニ
ア
リ
、
一
堆
ノ
墳
ナ
リ
、
原

名
コ
レ
ヨ
リ
起
ル
、
墓
碑
塔
婆
ノ
類
ナ
シ
、
由

来
詳
ナ
ラ
ズ
、
土
人
ノ
説
ニ
昔せ

き
じ
ぼ
う

時
某
和
尚
入

に
ゅ
う
じ
ょ
う

定

ノ
地
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、（
後
略
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
地
に
は
「
明
治
天
皇
駐ち

ゅ
う
ひ
つ
の
ち

蹕
之
地
」

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）
十
一
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
八
日
間
、
近こ

の
え衛

師し
だ
ん団

の
機
動
演
習
が
茨
城

県
を
中
心
に
行
わ
れ
、
明
治
天
皇
は
統と

う
か
ん監

・
視

察
の
た
め
同
月
十
五
日
笠
間
町
に
行
幸
さ
れ
ま

し
た
。
翌
十
六
日
の
朝
、
特
別
列
車
で
内
原
駅

へ
向
か
い
、
同
駅
か
ら
二
頭
だ
て
の
馬
車
で
大

原
村
和
尚
塚
へ
移
動
し
演
習
を
統
監
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
大
原
村
の
人
々
は
記
念
碑
を
建
て

天
皇
行
幸
の
事じ

せ
き蹟

を
残
そ
う
と
し
ま
し
た
。
本

県
知
事
坂
仲な

か
す
け輔

が
「
明
治
天
皇
駐
蹕
之
地
」
と

揮き
ご
う毫

、
裏
面
の
碑
文
は
栗
田
勤い

そ
しが

撰せ
ん
ぶ
ん文

・
書
に

て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
塚
の
上
に
建

碑
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
栗
田
勤
は
笠
間
の

書
家
亀
井
有ゆ

う
ひ斐

の
三
男
で
、
叔
父
で
国
学
者
栗

田
寛ひ

ろ
しの

養
嗣
子
に
迎
え
ら
れ
、
養
父
の
遺
志
を

継
ぎ
『
大だ

い
に
ほ
ん
し

日
本
史
』
を
完
結
さ
せ
た
人
物
で
す
。

更
に
同
村
の
人
々
は
、
毎
年
十
一
月
十
六
日
に

行
幸
記
念
祭
を
催
し
ま
し
た
。
以
後
、
和
尚
塚

は
小
学
校
低
学
年
児
童
た
ち
の
徒
歩
遠
足
の
場

所
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
和
尚
塚
の
あ
る
丘
陵
地
は
切
り
開
か

れ
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
ゴ
ル
フ

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
、
和
尚
塚
と
記

念
碑
は
小
原
字
和
尚
塚
の
ゴ
ル
フ
場
敷
地
内
の

高
み
で
、
訪
れ
る
人
に
こ
の
地
の
歴
史
を
伝
え

て
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

幾い
く

浦う
ら　

忠た
だ
お男

）

笠
間
の

歴
史
探
訪

和
尚
塚
と
明
治
天
皇
行
幸
記
念
碑

47

和尚塚に建つ明治天皇行幸記念碑
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